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「ママがね，図工は入学試験に関係ないからあんまりがんばらんでもええ言ったよ」

とは，希望一杯，夢一杯，教師としての使命感に燃え，子どもたちの前に立った私へのT

子ちゃんからの爆弾発言でした。初任時，図画工作科授業第一次第１時の私のデビュー

授業での出来事です。

最前列のクリクリお目々のT子（３年生）ちゃんからのこの直球弾，「エッ！」と驚き，

「あ，そうなの」と，平静を装うのが精一杯だったこと，その時のT子ちゃんのあどけな

い表情のことなど，いまでも脳裏に鮮明です。その夜，「よぉ～～～し！そうであればマ

マがなんと言おうとT子ちゃんに図工大好きと言わせるぞ」と決心したことまでも覚えて

います。この原初体験がいまの私につながっていると思います。

ともあれそれから数年後，一念発起，上掲のような「教科通信」を保護者向けに発信

することを思い立ちました。その際，何をどんなスタンスで発信していくべきか等を考

える際，この“事件”はまさに原点的な出来事だったとなつかしくありがたく思い出し

ています。それほどのインパクトだったのです。

さて，この教科通信，全校の保護者数百名を対象に発信しました。各学級担任から子
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ども経由で保護者のお手元に届くとのルートです。同僚教員や子どもたちの全面的バッ

クアップがあってこそ可能なことでした。感謝あるのみです。

私が記述した内容は，「創造に挑む子どもづくりをめざして（1978.4.）」，「市販セッ

トの功罪（1978.6.12.）」，「子どものケガに思う（1978.6.26.）」，「天分と環境（197

8.9.1.）」，「学校全体として応募するコンクールになぜ参加しないか（1978.10.21.）」，

「《礼》とは（1978.10.30.）」，「考える力とはなんでしょうか（1978.1.18.）」，「五感

（1979.5.7.）」等々，手前味噌と我田引水の極み，時には美術教育の枠を逸脱しての言

いたい放題でした。が，保護者をはじめとして同僚教員等のおおらかな受容に支えられ

まさに楽しく取り組ませていただきました。高学年ともなると自分が読む子どももあり，

内容によっては感想なども聞くことができました。私の記事に関する保護者からのお手

紙もしばしばいただきありがたくもうれしい限りでした。

今回，あらためて「東雲図工」を読み返し，汗顔の至り，よくもこんな破天荒をお許

してくださったと，若造（若元）へのあたたかいご支援に最敬礼した次第です。冷や汗

をかきつつ，ここにしるしてお礼申しあげます。
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